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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
否
で
明
暗

技
能
実
習
で
の
雇
用
で
は「
処
遇
が
不
当
」と
の
訴
訟
も

人
労
働
者
も
信
頼
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
同
社
は
よ
り
円
滑
に
業
務
を
進
め
る
た
め
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
A
I
（
人
工
知
能
）
で
言
語
変
換
す
る
ツ

ー
ル
を
使
い
、
業
務
を
教
え
る
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
負
担
を
減
ら
し
た
。
同
社
で
は
「
特

定
技
能
制
度
が
で
き
、
現
地
に
行
か
ず
、
日
本
で

採
用
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
就
労

　
「
梅
の
花
」久
留
米
C
K
に
50
人

専
門
用
語
の
理
解
の
た
め
苦
心

　
「
湯
葉
と
豆
腐
の
店 

梅
の
花
」
な
ど
を
展
開
す
る

梅
の
花
（
福
岡
県
久
留
米
市
）
で
、
弁
当
・
総
菜

な
ど
を
製
造
す
る
久
留
米
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で

は
、
製
造
部
の
従
業
員
約
1
3
0
人
の
う
ち
約
50

人
の
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
。
同
社
は
国
内
に
自

社
工
場
を
構
え
、
飲
食
店
事
業
や
食
品
製
造
業
を

展
開
し
て
い
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
へ
の
取

り
組
み
も
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
多
様
な

人
材
を
活
用
し
て
い
る
が
、
外
国
人
雇
用
で
特
に
難

し
さ
を
感
じ
た
点
は
「
言
語
」
と
「
文
化
」
だ
っ
た

と
い
う
。
同
社
の
外
国
人
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ベ

ト
ナ
ム
人
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
し
て

は
通
訳
を
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

な
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
業
務
で
使
う

「
に
が
り
」
な
ど
専
門
用
語
を
説
明
す
る
と
き
に
何

時
間
も
の
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
文
化
の
違
い
に
よ
る
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
や
体
の
不
調
な
ど
に
対
応
す
る
事
態
も
生
じ

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
中
で
外
国

　わが国の農業産出額の2割を占める九州は、食
品加工業を含めた食の産業のポテンシャルが高
い。ところが、その現場に必要な従事者が不足し
ている現状がある。外国人の雇用は労働力不足
緩和の一つの対策だが、受け入れ企業にはその
定着や戦略化に向けた社内コミュニケーション
の醸成が求められる。
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に
対
す
る
意
識
が
高
い
外
国
人
や
日
本
語
能
力
が

高
い
外
国
人
が
勤
務
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
特

定
技
能
の
外
国
人
に
技
能
実
習
生
や
留
学
生
へ
の

指
導
を
担
っ
て
も
ら
い
、
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
し

て
い
る
。

「
華
味
鳥
」の
ト
リ
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ

支
援
団
体
で
1
0
0
人
以
上
雇
用

　

銘
柄
鶏
に
な
っ
て
い
る
華
味
鳥
（
は
な
み
ど
り
）

を
知
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
生
産
を
担
う
ト
リ

ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
養
鶏
や
食
肉

処
理
・
加
工
を
担
う
中
核
の
ト
リ
ゼ
ン
食
鳥
肉
協
同

組
合
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
の
処
理
工
場
で
は
、
技

能
実
習
生
で
の
雇
用
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ
の
こ

ろ
は
中
国
人
を
約
45
人
雇
用
、
1
日
の
処
理
羽
数

の
増
加
や
事
業
拡
大
に
伴
い
、
技
能
実
習
生
の
人

数
も
増
え
続
け
た
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
4
月
に
特

定
技
能
制
度
に
よ
る
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
、
現
在
は
グ
ル
ー
プ
で
特
定
技
能
外
国
人
と
機

能
実
習
生
で
1
0
0
人
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
特
定
技
能
外
国
人
は
2
割
で
、
残
り
の
8
割

は
技
能
実
習
生
だ
。
同
組
合
に
出
資
し
、
食
鳥
肉

の
販
売
や
加
工
な
ど
を
担
う
ト
リ
ゼ
ン
フ
ー
ズ
（
福

岡
市
）
の
手
塚
貴
博
専
務
は
「
外
国
人
労
働
者
は

安
価
な
労
働
力
で
は
な
く
、
生
産
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
特
定
技
能
外
国
人
制
度
に
よ
り
、
待

遇
も
日
本
人
と
同
水
準
に
な
っ
た
。
外
国
人
労
働

者
は
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
あ
り
、
仕
事
へ
の
熱
意
に

つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
」
と
話
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
「
外
国
人
労
働
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
に
進
ん
で
い
る
」
と
い
う

が
、
こ
れ
に
は
採
用
す
る
際
に
協
力
企
業
と
の
連
携

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
特
定
技
能
制
度
が
で
き
る

前
は
、
1
社
の
み
の
連
携
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
採

用
の
際
に
連
携
し
て
い
る
企
業
は
約
5
社
に
増
え

た
。
そ
の
う
ち
の
1
社
で
、
同
社
の
手
塚
専
務
が
理

事
で
も
あ
る
「
日
本
料
飲
外
国
人
雇
用
協
会
」（
東

京
）
は
、
外
食
や
飲
食
料
品

製
造
な
ど
に
特
化
し
た
外
国

人
の
就
労
支
援
や
紹
介
事
業

を
し
て
い
る
ほ
か
、
外
国
人
の

受
け
入
れ
か
ら
日
本
語
の
教

育
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど

し
て
い
る
。
そ
の
か
い
が
あ
り
、

紹
介
し
た
特
定
技
能
に
よ
る

企
業
へ
の
定
着
率
は
90
％
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
を

受
け
た
日
本
語
が
で
き
る
外

国
人
が
在
籍
し
て
い
る
た
め
、

日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
業
務
に
あ
ま
り
支
障

な
く
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
パ

ー
テ
ィ
ー
を
実
施
し
、
外
国
人
に
合
う
方
法
で
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

実
習
生「
処
遇
が
不
当
」と
提
訴

国
が
法
令
順
守
求
め
行
政
処
分

　
と
こ
ろ
が
、
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
の
難
し
さ
に

直
面
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
九
州
で
も
23
年

12
月
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
の
か
つ
お
節
工
場
で
働
い

て
い
た
元
外
国
人
技
能
実
習
生
が
、
不
当
な
処
遇
で

精
神
的
な
苦
痛
を
受
け
た
と
し
て
、
同
工
場
の
監
理

団
体
と
同
工
場
を
相
手
取
り
、
損
害
賠
償
を
求
め

る
訴
訟
を
鹿
児
島
地
裁
に
起
こ
し
た
。

　

訴
え
た
の
は
、
20
～
30
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女

性
4
人
。
雇
用
契
約
や
事
前
の
説
明
に
な
い
早
朝

勤
務
や
重
労
働
を
課
さ
れ
、
私
生
活
で
も
、
組
合

が
提
供
す
る
宿
舎
で
法
令
に

違
反
す
る
狭
い
部
屋
で
の
共

同
生
活
を
強
い
ら
れ
た
ほ
か
、

外
出
や
異
性
と
の
交
流
を
制

限
さ
れ
た
な
ど
と
涙
な
が
ら

に
主
張
し
た
。
要
求
額
は
約

1
0
0
0
万
円
で
、
原
告
側
の

弁
護
士
は
「
長
期
に
わ
た
り

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
た
」
と

断
じ
た
。

　

元
実
習
生
4
人
は
た
ま
り

か
ね
て
居
住
し
て
い
た
監
理
団

体
の
寮
か
ら
逃
げ
出
し
、
う

ち
2
人
は
関
西
で
、
2
人
は

県
内
の
別
の
監
理
団
体
に
保
護
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
厚
生
労
働
省
と
法
務
省
は
23
年

12
月
4
日
、
監
理
団
体
に
対
す
る
行
政
処
分
を
行

っ
た
。
受
け
入
れ
先
が
法
令
を
遵
守
し
て
い
る
か
ど

う
か
の
確
認
を
怠
っ
た
こ
と
、
寮
の
家
賃
を
実
費
よ

り
高
く
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、

改
善
命
令
を
出
し
た
。
監
理
団
体
は
こ
れ
に
従
い
、

問
題
点
を
改
善
。
そ
れ
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
が
、

元
実
習
生
ら
と
の
係
争
は
今
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。

糸島工場でチキンカツの製造作業に携わるベトナム人
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